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第１章  はじめに 
 

『Air Live Drive Basic 』（エアー ライブ ドライブ ベーシック、以降

Air Live Drive と記載）は、DropBox、Google Drive、OneDrive、

Box などのクラウドストレージを外付けハードディスクのような感覚で手

軽に利用できるツールです。各クラウドの専用アプリを使用することなく、

ローカルドライブと同じようにクラウドストレージにアクセスできるようにな

ります。 

クラウド上のみにデータを保存することができるので、ディスク使用量を

節約したり、内蔵ドライブの容量の小さい PC で、クラウドストレージを追

加領域として使用するなど、幅広く利用することができます。 

 

 

１-１ 動作環境 

 

＜必要なシステム＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

対応 OS： 日本語Windows 10/8.1/7  

※32ビット版、64ビット版に対応 

対応機種： 上記 OSが正常に動作するパソコン 

（PC/AT互換機） 

対応 CPU： 1GHz以上のインテル互換 CPU 

メモリ： 2GB以上（4GB以上を推奨） 

ディスクの空き容量： 50MB以上の空き 

※別途キャッシュ用の領域が必要 

その他： インターネット接続 
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１-２ 注意事項 

 

■ 接続先のクラウドストレージやアカウントに関するサポートはできま

せん。 

■ 使用できるストレージの容量は、接続先のクラウドストレージに準じ

ます。 

■ 各クラウドストレージには、保存できるファイルサイズやアップロード

量などの制限がありますので、ご注意ください。 

■ 無償、有償を問わず、各クラウドストレージで提供される容量は、変

更される可能性があります。 

■ ネットワーク環境やクラウド上に保存されているファイルサイズ、ファ

イル数により、参照、コピーなどの処理に時間がかかる場合がありま

す。 

■ 大容量のファイルを処理する場合は、キャッシュサイズをファイルサ

イズ以上に設定して頂くことをお勧めいたします。（『3-4』（2）をご参

照ください。） 

 

 

Air Live Drive Basic は機能限定版です。 

 

上位版の『Air Live Drive Pro』に比べ以下の機能が制限

されています。 

 - 登録できるクラウドストレージは、3つまで 

 - 同じクラウドストレージの複数登録不可 

 - 起動パスワード保護機能 

 - 設定情報のエクスポート/インポート機能 
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第２章  インストールと製品登録 

 
２-１ インストール 

 

(1) ダウンロードしたファイルを実行してください。 

 

(2) ユーザーアカウント制御画面が表示された場合は「はい」をクリック

してください。 

 

(3) 「日本語」と表示されますので「OK」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

(4) 以下の画面が表示されます。「次へ」をクリックします。 
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(5) 「ライセンス契約書」が表示されます。「このライセンス契約書に同

意します」にチェックを入れると「次へ」進めます。 

 
 

(6) インストール先フォルダは、通常は変更せずに「インストール」をクリ

ックしてください。 
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(7) インストールが開始されます。終了しましたら「完了」をクリックして

ください。 
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２-２ アンインストール 

 

アンインストールが必要になった場合は下記の手順で行ってください。 

 

(1) 「コントロールパネル」の「プログラムのアンインストール」画面から
「アンインストール」をクリックします。 

 
 
※ Windows 10 では、「スタート」を右クリック「アプリと機能」を選択し、

「AirLiveDrive」の「アンインストール」ボタンからも可能です。 
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(2) ユーザーアカウント制御の画面が表示された場合は「はい」をクリ

ックしてください。 

 

(3) 以下の画面では「OK」をクリックしてください。 

 
 

(4) 「アンインストール」をクリックします。 

 
 

(5) アンインストールが完了したら「閉じる」をクリックし、終了です。 
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第３章 使用方法 
 

３-１ Air Live Drive Basic 起動方法 

 

デスクトップのアイコンをダブルクリックするか、または「スタート」ボタン

から「Air Live Drive」をクリックし、起動します。 

       
 

 

 

３-２ Air Live Drive Basic でクラウドストレージを使用する 

 

(1) Air Live Drive を起動し、「クラウドストレージを追加」をクリック

します。 
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(2) 使用するクラウドストレージを選択してください。 

 
 

(3) Air Live Drive とリンクするため、指定したクラウドストレージに

ログインする画面が表示されます。画面に沿ってログインしてくだ

さい。Dropbox、GoogleDrive、OneDrive の例を記載いたし

ます。 

 

 

※ 『Air Live Drive Basic』では、接続できるクラウドストレージ

が 3つまでに制限されます。 

 

※ 上位版の『Air Live Drive Pro』に比べ以下の機能が制限され

ています。 

- 登録できるクラウドストレージは、3つまで。 

- 同じクラウドストレージの複数登録不可 

- 起動パスワード保護機能 

- 設定情報のエクスポート/インポート機能 
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例： 【Dropbox】 

使用している Dropboxのアカウントにログインします。 

  
 

正常にログインできると、Air Live Drive のアクセスを許可す

る画面が表示されます。「許可」をクリックしてください。 

 
 

ブラウザは「×」で閉じます。 
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例： 【GoogleDrive】 

使用する GoogleDriveのアカウントにログインしてください。 

 →  

 

ユーザーが許可した Google アカウント情報に、Air Live 

Drive がアクセスする旨の内容が表示されます。Allow（許可）

をクリックすると、続行します。 
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例： 【OneDrive】 

使用するOneDriveのアカウントにログインしてください。 

 

   

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

Air Live Drive のアクセスを許可する画面が表示されます。

「はい」をクリックしてください。 
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(4) Air Live Drive がクラウドストレージから許可されると、画面上

に、選択したクラウドストレージが表示されます。「接続する」をクリ

ックします。 

 
 

※ 割り当てるドライブ文字を変更することも可能です。ドライブ文

字を選択してから「接続する」をクリックしてください。 

 
 

※ パソコンを再起動、シャットダウンしてもこの接続設定は残りま

す。設定を破棄したい場合は『3-3』をご参照ください。 
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(5) 接続されると、ローカルドライブとして表示され、通常のドライブと

同様に操作が可能になります。 

 
 

大容量のファイルを取り扱う場合のご注意 

 

※ 『3-4』（2）「キャッシュサイズの最大値を制限」の設定を、コピー

するファイルサイズよりも大きな数値を設定してください。 

 

※ 大容量のファイルをクラウドストレージへコピーした場合は、

『3-5』（２）のアップロードログにて「completed」（完了）と表

示されることをご確認ください。「completed」以外の表示で

はアップロードできていません。 

 

※ 大容量のファイルをクラウドストレージへコピーしたり、削除した

場合、ご利用環境によっては処理完了後、画面への反映が遅れる

ことがあります。行った操作が画面に反映されない場合は、クラ

ウドストレージをいったん切断し、再接続してご確認ください。 

 

※ 大容量ファイルのコピーが失敗する場合は、ストレージ側のアッ

プロード可能な 1 ファイルあたりのサイズ制限に抵触しているこ

とが考えられます。（専用アプリを使用したアクセスではないた

め。）一例として、フリーの Dropbox 50GB、Box 250MB、

OneDrive 10GB等、各ストレージにより決まりがあります。 
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３-３ クラウドストレージの使用を終了する 

 

(1) 接続を終了する場合は、Air Live Drive の画面で「切断する」を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) データの変更等を行った場合は、切断する前に保存してください。

よろしければ「はい」をクリックすると、接続が終了します。 

 
 

(3) コンピュータ画面から、クラウドストレージの表示が消えます。 
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※ Air Live Drive で今後使用しないクラウドストレージや、リスト

から削除したい場合はごみ箱のアイコンをクリックしてください。

リストから削除した場合、再度使用するには『3-2』（１）～（３）の

手順が再度必要になります。 

 
 

 

３-４ 設定、キャッシュ 

 

をクリックすると、それぞれのドライブについて設定できます。 
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(1) 一般 

 

起動時に自動接続 

登録したクラウドストレージを自動接続したい場合はチェックを入

れてください。Air Live Drive を起動するタイミングで自動的に

接続します。 

※ ＰＣ起動時（ログイン時）に Air Live Drive を自動起動 

するには、『3-5』（5）で設定できます。 

 

読み取り専用としてマウント 

登録したクラウドストレージを、読み取り専用として使用したい場合

はチェックを入れてください。 

 
Do not show thumbnails for non cached files in Windows 

Explorer （Windows エクスプローラーでキャッシュされてい

ないファイルのサムネイルを表示しない） 

初期設定でチェックが入りますが、通常はそのままご利用くださ

い。 

 

表示名 

Air Live Drive やコンピュータ画面に表示されるドライブの名称

を変更することができます。 

 

キャッシュフォルダ 

キャッシュの保存フォルダを変更したい場合や、参照したい場合は

クリックしてください。 

キャッシュの保存先は、初期設定では下記になります。 

C:\Users\（ユーザー名）\AppData\Roaming 

\AirLiveDrive\DisksCache\AirLiveDrive 
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(2) キャッシュ 

 

キャッシュのプロファイル 

キャッシュプロファイルを使用すると、キャッシュ機能をカスタマイ

ズできます。選択したプロファイルに応じて、プログラムが動作しま

す。 

 
 

バックグラウンドアップロードを有効 

このオプションを有効にすると、ファイルが追加/変更された際に最

初にキャッシュに保存し、あとからバックグラウンドでクラウドにアッ

プロードします。ファイルコピー等の処理速度が遅く感じる場合は、

このオプションを有効にしてお試しください。 

アップロード完了の確認は『3-5』（2）の画面で行ってください。 

 

キャッシュサイズの最大値を制限 

Air Live Drive は、よく使用されるファイルをキャッシュするので、

ファイルを開くたびにダウンロードする処理が軽減されます。 

Air Live Drive が使用する容量を制限するには、キャッシュの

サイズを制限します。よく使用する予定のファイルサイズよりも大き

い値を設定されることをおすすめします。 

 

ディレクトリ一覧のキャッシュ時間 

Air Live Drive は、クラウド内のファイルとフォルダのリストのキ

ャッシュを共に保持します。 

他のソフトウェアや Web ページでクラウドを変更する予定がない

場合は、大きな値を設定する（更新頻度を下げる）と Air Live 

Driveの速度が上がります。 

ただし、Air Live Driveを使用せずにクラウドを変更した場合は、

Air Live Driveに反映されるまでに時間がかかります。 
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３-５ メニュー 

 をクリックすると、メニューが表示されます。 

 
 

(1) ドライブ 

使用方法の詳細は『3-2』をご参照ください。 

 

ディスクのエクスポート／インポートを使用すると、登録したドライ

ブの一覧、ログイン情報、設定内容をエクスポート/インポートする

ことができます。予めエクスポートしておき、再インストールした際

などにインポートすると便利です。 

 
 

 

ファイルにエクスポート

されます。 
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(2) アップロード 

データのアップロード状況を確認できます。PC を再起動すると履

歴はクリアされます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ログ 

Air Live Drive の操作内容が記録されます。PCを再起動する

とログはクリアされます。 

 
 

 

 

 
「Completed」と表示されていれ

ばアップロードは成功です。 
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プロキシの設定

が必要な場合は

こちらをクリック

してください。右

の設定画面が開

きます。 

(4) Pro版 

Pro版を購入しこちらにアクティベーションコードを入力することで、

機能制限なく使用できるようになります。 

 
 

(5) オプション 

オプションを設定できます。必要に応じてチェックをON/OFFして

ください。 
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(6) 情報 

Air Live Drive のバージョンを確認できます。 

 
 



 

 

使用許諾契約書 

当製品をご使用前に、下記のライセンス契約書を必ずお読みください。本使用許諾契約書（以下「本契約」

といいます）は、下記に示されたライフボート ソフトウェア製品（以下「ソフトウェア製品」といいます）に関してお

客様（以下「甲」といいます）と株式会社ライフボート（以下「乙」といいます）との間に締結される契約書です。

ソフトウェア製品を開封、インストール、複製、または使用することによって、お客様は本契約の条項に同意し、

契約が成立したものとします。本契約の条項に同意されない場合、株式会社ライフボートは、お客様にソフト

ウェア製品のインストール、使用または複製のいずれも許諾できませんので、予めご了承ください。 

 

第 1条 定義 

1. ソフトウェア製品 

本契約に基づき、乙が甲に提供するプログラ

ムおよび関連資料を包括していい、改良版

のソフトウェア製品が提供された場合には、

当該改良版のソフトウェア製品をいう。 

2. プログラム 

機械読取可能な形式で提供されるデ－タ

処理プログラムをいう。 

3. 関連資料 

プログラム以外の資料で、乙がプログラムの

使用に関連して提供する、乙指定の資料を

いう。 

第 2条 契約の目的 

乙は甲に対しソフトウェア製品を非独占的に使

用する譲渡不能な権利を許諾する。 

第 3条 契約期間 

本契約は、本契約成立時から、甲または乙が

本契約に従い解約するまで存続する。 

第 4条 使用権 

1. 甲は、プログラムを1ライセンスに付き1台のコ

ンピュータで使用することができる。また、印

刷物の形で提供されたソフトウェア製品を本

契約の目的に従って使用することができる。 

2. 甲は、本契約に基づく使用権につき再使用

権を設定し、またはソフトウェア製品もしくは

その複製物を第三者に譲渡、転貸もしくは

占有の移転をしてはならない。ただし、甲の

管理の下で甲のためにソフトウェア製品を第

三者に使用させる場合はこの限りでなく、甲

の使用とみなすものとする。 

3. 甲がマルチライセンスパックを購入した場合、

本契約以外の書面（パッケージ等）において

指定される許諾数だけのコンピュータにインス

トールできる。 

 

第 5条 複製権 

甲は、ソフトウェア製品の一部または全部をバッ

クアップコピー作成のためにのみ、複製及び複写

することができる。甲は上記の目的以外のため

に、ソフトウェア製品の一部または全部を、メディ

アを問わず、転写、複製または複写してはなら

ない。 

第 6条 危険負担 

納入前に生じたソフトウェア製品および記録媒

体の喪失または損傷は、甲の責に帰すべきもの

を除き乙の負担とし、納入以後に生じたこれら

の損害は乙の責に帰すべきものを除き甲の負

担とする。 

第 7条 保証 

1. ソフトウェア製品の媒体及び関連資料に、物

理的欠陥がある場合、甲がソフトウェア製品

を購入してから90日間に限り、無償で乙より

交換を受けることができる。 

2. 乙は、ソフトウェア製品が甲の特定の使用目

的に適合することを保証するものではない。

また、前項において明示する場合を除き、本

ソフトウェア及びサポートサービスに関して一

切の保証を行わないものとする 

3. 前各項の定めは、本契約に基づく法律上の

瑕疵担保責任を含む、乙の保証責任のす

べてを指定したものとする。 

第 8条 乙の責任および責任の制限 

1. プログラムの不稼働を含む稼働不良のすべ

ての場合において、乙の責任は誤りの訂正

に合理的努力を尽すことに限られるものとす

る。 

2. 法律上の請求の原因の種類を問わず、乙

は、法律上許容される最大限において、本

ソフトウェア製品の使用もしくは使用不能、

サポートサービスの提供もしくは提供不能ま

たはその他本契約書に関して生じる特別損

害、付随的損害、間接損害、派生的損害、



 

 

またはその他の一切の損害 (逸失利益、機

密情報もしくはその他の情報の喪失、事業

の中断、人身傷害、プライバシーの喪失、誠

実義務または合理的な注意義務を含めた

義務の不履行、過失、またはその他の金銭

的損失を含むがこれらに限定されない) に関

しては、乙の過誤、不法行為（過失を含む）、

無過失責任、契約違反または保証違反の 

場合であっても、一切責任を負わないものと

する。たとえ、乙がこのような損害の可能性

について知らされていた場合でも同様であ

る。 

3. 本ソフトウェア又はサポートサービスに起因し

て、甲、もしくはその他の第三者に生じた結

果的損害、付随的損害及び逸失利益に関

して、乙は一切の責任を負わないものとする。

本契約のもとで、理由の如何を問わず、乙

が甲、又はその他の第三者に対して負担す

る責任の総額は、損害の原因となった本ソフ

トウェアに対して本契約のもとで甲が実際に

乙へ支払った対価の１００％を上限とする。 

第 9 条 著作権等の侵害に関する損害賠償責

任 

1. ソフトウェア製品の使用が、第三者の著作

権または工業所有権等の知的所有権を侵

害したという理由で、甲が第三者より請求を

受けた場合には、甲が次の各号所定のすべ

ての要件を満たす場合には、乙の責任と費

用負担で、当該請求を処理解決するものと

し、甲に一切の損害を及ぼさないものとす

る。 

(1) 甲が第三者から請求を受けた日から

速やかに、乙に対し請求の事実およ

び内容を通知すること。 

(2) 甲が第三者との交渉または訴訟の遂

行に関し、乙に実質的な参加の機会

および決定の権限を与え、ならびに必

要な援助をすること。 

2. 乙は、甲が次の各号の一に該当する場合に

は、甲に対し前項所定の責任を負わない。 

 

(1) 甲が乙提供以外のプログラムと組合

わせて使用したことに起因するとき。 

(2) 甲が本契約に違反してソフトウェア製

品を使用したことに起因するとき。 

第 10 条 ソフトウェア製品の変更または改作 

甲は、自己の使用のため、必要な場合を除き

「乙の許可なく」ソフトウェア製品を変更、または

改作してはならない。 

第 11 条 解約および解除 

1. 甲は、乙に30日前の書面による通知をして、

任意に解約することができる。 

2. 甲または乙は、相手方に次の各号に掲げる

事由の一が生じたときには、なんらの催告な

しに直ちに本契約を解除することができる。 

(1) 支払いの停止または破産、和議開始、

会社更正手続開始、会社整理開始

もしくは特別清算開始の申立があった

とき。 

(2) 手形交換所の停止処分をうけたと

き。 

3. 甲または乙は、本契約に違反すること等相

手方の債務不履行が相当期間を定めてし

た催告後も是正されないときは、本契約を

解除することができる。 

4. 前各項の適用によりソフトウェア製品の使用

権が消滅した場合には、甲は返還または破

棄の手続きを行うものとする。 

第 12 条 ソフトウェア製品の返還または破棄 

1. 甲は、使用権の消滅後2週間以内にソフト

ウェア製品およびすべての複製物（変更また

は改作されたものを含む）を、乙に返還しま

たは破棄するものとする。 

2. 甲は、前項による返還または破棄と同時に、

前項所定の事実を証明する書類を乙に提

出する。 

第 13 条 合意管轄 

本契約に関し訴訟の必要が生じた場合には、

乙本店所在地を管轄する裁判所を専属管轄

裁判所とする。 

第 14 条 協議 

本契約に関して疑義が生じた場合には、両当

事者は信義誠実の原則に従い協議するものと

する。

本契約に関して不明な点がございましたら、下記宛てに書面にてご連絡いただくよう申し上げます。 

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2-2-34  株式会社ライフボート 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


